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１ 本校の校訓と教育目標
校 訓： 広く やさしく 元気よく

教育目標： 学ぶ力を身につけ、国際社会に生きる児童生徒の育成

【校訓の趣旨】

平成18年12月に約60年ぶりに改正された教育基本法第２条第１号に規定された教育の目標

「幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うととも

に、健やかな身体を養うこと」に沿って、本校の校訓を「広く（知）やさしく（徳）元気よく

（体）」とした。

＜広く：幅広い知識と教養、真理を求める態度・探求心、主体性＞

＜やさしく：豊かな情操、道徳心・社会性、認め合い信頼し合う人間関係＞

＜元気よく：健やかな身体、たくましい心、粘り強い姿勢＞

【教育目標の趣旨】

本校は、国際都市名古屋の中心地たる名古屋駅・国際センターのほど近くに位置し、名古屋

市の帰国児童生徒の受け入れ校でもあり、国際色豊かな地域・学校である。その一方で、「お

囃子、山車、からくり人形」といった地域の歴史、伝統文化を大切にする地域でもあり、さ

らに本校は名古屋市初の小中一貫教育校として児童生徒の義務教育９年間を見据えた教育を行

う重責を担っている。

地域や学校の使命、教育基本法第１条で規定された教育の目的を合わせ、教育目標を上記の

ように定めた。

【学ぶ力とは】

国際化と高度情報化の進行とともに多様性が増した国際社会で、他者の考えを尊重しながら

得た自己実現と良好な社会を形成するために必要な課題や変化に対応する能力であり、習得し

た知識および技能を活用し、自らの力で探究していく力。

【教育目標を達成するための４本柱】

○ 教科学習の充実

名古屋市で初めての小中一貫教育校で、小中の系統性を重視した指導を行うことで、基

礎的・基本的な知識及び技能の習得をする。そして、各教科でその知識や技能を活用して、

主体的で自律的な行動につながる学力の伸長を図る。

○ 国際教育の推進

海外帰国児童生徒の受け入れ校という特性を生かし、様々な国の生活、文化、風習、外国

語などについて学習するとともに自国の文化への理解を深める。また、これらによって、外

国文化をもつ人々の価値観を知ったり、他者の尊厳と価値を認める人間性をはぐくんだりし

て、多文化共生の広い国際感覚を養っていく。

○ 郷土学習の推進

地域の歴史、伝統、文化、行事の学習を通して地域社会の一員であることを自覚する。

特に、学区内にある三輌の山車にかかわる歴史、お囃子、からくり人形の継承に力を注ぐ

人々などを、総合的な学習の時間、生活科、社会の授業の中で、地域の方々から学習する。

このことで、地域の歴史を知り、よりよい郷土の創造に向けて自己の生き方を考え続ける

姿勢と他者の尊厳を認める人間性をはぐくむ。

○ 心の教育の推進

人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指し、児童生徒同士のかかわり、異

学年交流の縦割り活動、特別支援学級との交流、自然や崇高なもの及び集団や社会とのか

かわりなどを通して、児童生徒の道徳性を道徳や特別活動等の授業の中で養っていく。

また、６歳から１５歳までの多感な時期の児童生徒と教育相談をして理解を図るととも

に、その成長を、保護者、地域、教職員が連携して支えていく。


